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JABEE基準1(1)

到達目標毎の評価方法と基準

履修上の
注意事項

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

到　達　目　標 達成度

科　　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

授業の
概要と方針

神戸市立工業高等専門学校 2008年度シラバス

高電圧工学 (High Voltage Engineering)

赤松 浩 准教授

電気電子工学専攻・1年・前期・選択・2単位

A4-1(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

絶縁破壊現象に関する講義を行い，高電圧の発生方法ならびに測定方法を紹介する．また，高電圧を時間的
・空間的に圧縮したパルスパワーの発生や応用に関する近年の研究についての解説も行う．

【A4-1 】 絶縁破壊現象とプラズマ生成法が説明できる．
気体の絶縁破壊を数式を用いて説明でき，各種プラズマの生
成法を図等を用いて説明できるかを中間試験で評価する．

【A4-1 】 放電プラズマの基本特性・測定方法が説明できる
．

放電プラズマの特徴が説明でき，測定方法を図および数式を
用いて説明できるかを中間試験で評価する．

【A4-1 】 交流および直流高電圧の発生方法が説明できる．
交流および直流高電圧を発生するための各種回路の特徴を数
式を用いて説明できるかを中間試験で評価する．

【A4-1 】 パルスパワーの発生方法が説明できる．
パルスパワーを発生するためのエネルギー蓄積・スイッチ・
伝送線路を数式等を用いて説明できるかを中間試験で評価す
る．

【A4-1 】 交流および直流高電圧の測定方法が説明できる．
交流および直流高電圧の測定方法を数式等を用いて説明でき
るかを中間試験で評価する.

【A4-1 】 パルスパワーの測定方法が説明できる．
パルスパワーの測定方法を図および数式をもちいて説明でき
るかを定期試験で評価する．

【A4-1 】 大電力の長距離輸送が説明できる．
電力輸送に必要な機器を文章で簡潔に説明できるかを定期試
験で評価する．

【A4-1 】 高電圧プラズマ応用技術が説明できる．
高電圧を応用して発生させた荷電粒子ビーム，熱プラズマ，
光源が数式等で説明できるかを定期試験で評価する．

【A4-1 】 各種プラズマ応用が説明できる．
各種のプラズマ応用技術に関して例をあげて説明できるかを
レポートで評価する．

成績は，試験85%，レポート15%として評価する．試験は2回の平均とする．レポートは100点で換算する．こ
れにより総合評価を行い，100点満点で60点以上を合格とする．

「電気・電子・情報・通信・基礎コース 高電圧プラズマ工学」：林泉(丸善)

「大学課程 高電圧工学」：中野義映(オーム社)
「新版 高電圧工学」：河野照哉（朝倉書店）
「EE Text 高電圧パルスパワー工学」：秋山秀典（オーム社）
「プラズマとビームのはなし」：八井浄，江偉華(日刊工業新聞社)

E3「電気磁気学」，E4「放電現象」，AE1「プラズマ工学」，AE1「静電気応用工学」

E3「電気磁気学」の誘電体に関する項目およびE4「放電現象」全般を復習しておくこと．特に，E4「放電現
象」を履修していることを前提に講義を進める．



テーマ 内容（目標，準備など）週

授業計画１（高電圧工学）

1 高電圧現象 高電圧現象とプラズマとはおよそどのようなものであるかを解説する．

2 絶縁破壊とプラズマの生成 気体を中心に絶縁破壊の過程とプラズマの生成法について講義する．

3 放電プラズマI 放電プラズマを理論的に調べ，基本的な特性について講義する．

4 放電プラズマII 放電プラズマの温度や粒子数密度などの測定法を説明する．

5 高電圧・パルスパワーの発生I 交流高電圧および直流高電圧の発生方法について講義する．

6 高電圧・パルスパワーの発生II パルスパワーについて説明し，パルスパワーの発生方法に関して講義する．

7 高電圧・パルスパワーの測定I 交流高電圧および直流高電圧の測定方法について講義する．

8 中間試験 授業計画1-7に関する試験を行う．

9 中間試験解答および高電圧・パルスパワーの測定II 中間試験の解答を行い，その後パルスパワーの測定方法について講義する．

10 高電圧プラズマ応用I 大電力の長距離輸送に関して講義する．

11 高電圧プラズマ応用II 荷電粒子ビーム応用に関して講義する．

12 高電圧プラズマ応用III プラズマの熱の利用に関して講義する．

13 高電圧プラズマ応用IV プラズマの光源への利用に関して講義する．

14 高電圧プラズマ応用V 低温プラズマによる固体表面の加工に関して講義する．

15 高電圧プラズマ応用VI 上記以外の各種プラズマ応用に関して講義する．

備

考
前期中間試験および前期定期試験を実施する．


